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はやいもので、mudef設立から3年が経ちました。 

設立以前より行われてきたケニアの奨学支援でも、サポートした

子どもたちの中には学校を卒業し、働き始めた子どもたちもたくさ

んいます。 

また、マラウイに蚊帳を送る活動も2012年には目標数を達成、次

の段階に向かおうとしています。蚊帳を送る活動のきっかけとなっ

たエリナも、支援によって建てられた家で、新しい生活をスタートし

ようとしています。 

私たちは「続ける事、伝える事、小さくても声をあげる事」を活動

の軸に据えてきました。ミレニアム開発目標にある8つのテーマを音

楽やARTを媒介にして伝えていくこと、それこそがmudefが行ってき

たことです。3年目となった2012年度は、新たにスポーツという要素

も活動に加わりました。 

私たちにできることには限りがありますが、それでも少しずつ、活

動を広げられればと考えています。 

引き続き皆様からの暖かいサポートをよろしくお願いいたします。 

 

一般財団法人mudef 事務局長 

長島 美紀 
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一般財団法人mudef（ミューデフ）は、「Music ＋Design 」が組み合わさってできた言葉。 

「音楽とART」を通じて、地球規模の課題を解決するために設立されました。 

音楽やアート、そしてスポーツを通じて、貧困や教育、ジェンダー格差など、 

世界中で解決しなければならない様々な問題を取り上げ、サポートします。 

現在アフリカ２か国での支援活動のほか、国内での森の保全活動など、幅広く活動を実施しています。 
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これまでにmudefでは、マゴソスクール卒業生のうち高等進学希

望の成績優秀者12名、計13名のセカンダリースクールに通うための

奨学金支援を実施しました。2012年度は9名の子どもを対象に支援

を実施。そのうちエミテワ、オドンゴ、トニー、スティーブン、サ

ブロン、アグネスの6人は2012年11月に無事セカンダリースクール

を卒業し、学費の支援は終了となりました。2013年2月からはエミ

テワの弟ルワビの支援が始まったことから、現在支援者は4名とな

りました。今年度は177,859ケニア・シリング(日本円約21万3千円)

が使用されました。 

ケニアの首都ナイロビにある、アフリカでも最大規模のスラム、キベラスラムにあるマゴソスクールを応援するプロ

ジェクト。マゴソスクールの運営に携わる早川千晶氏、マゴソスクール運営者たちとの協議し2012年度は主にマゴソ

スクール出身の子どもたちへのセカンダリースクール奨学金として使用されました。 

ケニアでは、8年間の小学校を終えて中学校に進学

するために、小学校教育課程修了試験（KCPE）を

受けます。中等教育は4年間で、大学へ進学する場

合、4年生は11月に行なわれるケニア中等教育修了

試験（KCSE）を受験する必要があります。試験に

合格した生徒だけが、大学への入学が認められま

す。国立大学の入学生の枠は8,000人と制限されて

いるため、非常に狭き門となっています。 

Child AFRICAは、mudef設立に先駆けて世界中の子どもたちが教育を受けられる環境づくりを目的に、2008年8月から

スタートしたプロジェクト。現在はmudefの一事業として、実施されています。 

途上国の子どもたちの置かれた現状を伝える、イベントリレー企画。学生を対象

に和紙で作られたパネル計25枚を貸し出し、並べ方もレイアウトも学生の自主性

に任せる企画。2012年度は大妻女子大学で実施された他、アフリカ関連のイベン

トへのパネルの貸し出しなども行いました。 

・2012月10日20日～21日 大妻女子大学でパネル展 

・2013年4月5日～7日 第6回アフリカンフェスティバルよこはま2013で掲出 
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2009年より始まった、マラウイの子どもたちへ蚊帳を配るキャンペーン。エイズ孤児をサポートする現地NGO「コンソ

ル・ホームズ・オルファン・ケア」とともに、子どもたちが健やかに生活できる環境づくりを推進します。 

住友化学のマラリア予防に効果を上げている防虫蚊帳「オリセット

® ネット」をタンザニア工場より購入。2012年度は10月末に2000張

を配布しました（うち1000張は住友化学のマッチング寄付）。 

2009年から始まった配布活動での合計配布数は4500枚。当初目標と

していた数に到達しましたが、現地NGOとの話し合い結果、配布対象

地域を拡大し、7000張を配布する第二期目標を設定しました。 

キャンペーン開始以来継続してキャンペーン支

援を行っていただいている、チョコレートデザイ

ン社製のチャリティ商品「星空のショーコラ」の

価格の10%が寄付に充てられるキャンペーンの第4

弾が実施されました。今回の販売でいただいたご

寄付は、次回の配布事業に充てられます。 

 

商品名：星空のショーコラ 

販売期間：2013年1月7日～2013年3月31日 

価格：368円（税込・送料別） 

味：コーヒー味／紅茶味 

同事業の開始には、マラウイで2008年に出

会った少女、エリナの存在が欠かせません。彼

女の老朽化した家と不衛生な住環境への衝撃か

ら、蚊帳の配布による支援が始まりました。エ

リナはエイズ関連疾患にて両親を亡くし、祖母

と2人暮らしをしていたのですが、これまでに

老朽化で崩壊した家の再建支援や栄養支援を

行ってきました。住居支援は終了しましたが、

現地NGOと話し合いの上、彼女が自立した生活

を送れるよう、自宅前の畑を耕作するための道

具の支援を行いました。 

ハマダラ蚊が原因で発生するマラリアは、世界三大
感染症の1つ。激しい高熱と合併症により、重篤な場
合には死に至ります。世界100ヶ国以上の国で流行し
ており、全世界で、年間約65万人以上の死亡者があり
ます。 

死亡する人の多くが、体力の弱い、5歳未満の子ど
も。また、妊産婦が感染すると、流産の危険や、出生
時の体重低下が起こる可能性もあります。またマラリ
アの感染により、働き盛りの成人が働けなくなること
で、経済活動の停滞も引き起こされています。  

マラウイ中部に位置するナミテテで活動する「コン
ソル・ホームズ・オルファン・ケア」。エイズと共に
生きる人々（PLWHAs: People living with AIDS）を
対象にした在宅ケアと、エイズなどで片親または両親
を失った子どもたちへの支援を実施。約600名の現地
ボランティアが協力して、7歳から18歳の子ども約
14,000名の支援を行っています。  

4 

コンソル・ホームズ・オルファン・ケア 

mudefでは、マラウイ以外に蚊帳の配布対象国の拡大を2012年度は検討しました。具

体的には、西アフリカのセネガルで、蚊帳の配布を実施できないか、現地NGOや邦人開

発コンサルタントに問い合わせ、現地のニーズを踏まえながら調査、調整を進めていま

す。 

西アフリカのセネガルは、一年を通してマラリアが発生しています（ピークは11月か

ら12月）。セネガルでは4種類あるヒトマラリアのうち一番悪性度の高い熱帯熱マラリ

アが90％以上を占めます。近年セネガル政府により施行された疾病対策により罹患数は

減少傾向にありますが、依然として首都ダカールでの感染報告も多数見られます。また

2012年の洪水により衛生環境が悪化、それに伴うマラリアの発生も指摘されます。 



 

 

2010年3月、MISIAが国連事務総長より生物多様性条約第10回締約国会議„COP10‟名誉大使に任命されたことから始

まった事業は、生物多様性の重要性を発信する活動として情報発信や森の保全活動などを実施しています。 

津幡町にある石川県森林公園で約6ヘクタールの土地を「MISIAの森」として、借用。

同地域の森の保存事業とアートプロジェクトを通じた生物多様性の普及啓発を行いま

す。2012年度は森の保全活動として、植樹イベントや下草刈りなどを実施。また、生物

多様性の重要性を知ってもらうために春と秋には富良野自然塾よりプログラム・コー

ディネーターを招へいした、地球の46億年の歴史を考える環境教育プログラムも行われ

ました。その他、ゲーム機を用いた生きもの調査のほか、地元の小学生による定期的な

森の観察活動も続けられています。2012年度は公益社団法人国土緑化推進機構「緑の募

金中央事業・一般公募事業」の助成を得て、金沢工業大学による観察小屋の建設計画も

進められています（完成は6月の予定） 

2012年5月にCOP10名誉大使である
MISIAをパーソナリティとしたラジ
オ番組「MISIAの森ラジオ～いしか
わグリーンウェイブ～」が放送さ
れました。 

絶滅危惧種の紹介を行う「識る」シリーズ、多
様性や環境に関する本を紹介する「読む」シ
リーズの記事を更新中です（不定期）。 

 

 

 

・-識る- イシカワガエル  

・-識る- エゾオコジョ   

・-識る- マレーグマ   

・-識る– ユキヒョウ   

mudef 、対馬市、対馬野生生物保護
センターの三者共催による、ツシマ
ヤマネコと人が共に住みやすい社会
作りを応援する「ツシマヤマネコ応
援キャンペーン」を実施。絶滅危惧
種であるツシマヤマネコを応援する
企画を広く一般から公募し、受賞作
品決定しました。2013年3月には
facebookページも立ち上がり、定期的
に情報を提供しています。 

[森の保全活動] 

・2012年5月19日 植樹 

・2012年7月25日 下草刈り 

[生き物調査] 

・2012年5月7日 小学生による生きもの観察 

神奈川県横浜市栄区にある横浜自然観察の森や上郷森
の家、また横浜市南部に広がる「つながりの森」エリ
アの魅力を発信する事業「横浜つながりの森プロモー
ション MISIAの森プロジェクト」が開始されました。
2012年度は栄区より受託し、ポスター1種の制作、及び
ウェブサイトの制作を実施しました。 

・2012年8月15日 くじらがおよぐ森 

・2013年3月15日 春のイルミネーション点灯式 
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2010年10月に愛知県名古屋市にて開催された、生物多様性条約
（CBD）の10回目となる締約国会議（COP）。179の締約国、関
連国際機関、NGO等から13,000人以上が参加し、遺伝資源の採
取・利用と利益配分（ABS）に関する枠組みである「名古屋議
定書」や、生物多様性の損失を止めるための新目標である「愛
知ターゲット」などが採択されました。 

生物多様性条約第10回締約国会議とは 



 

 

日本政府が国連、世界銀行等と共催するアフリカの開発をテーマとする国際会議第5回アフリカ開発会議（TICAD V）

名誉大使に任命されたことを受けて始まりました。大使の活動のサポートのほか、アフリカに関連する普及啓発事業

を展開しています。 

TICADとは、Tokyo International Conference on African Development (アフリカ開発会議) の略称。アフリカ開
発をテーマとして、日本、国連、世界銀行、国連開発計画(UNDP)、アフリカ連合委員会(AUC)が共催する首脳
会合です。アフリカ諸国首脳と開発パートナーとの間のハイレベルな政策対話を促進するために1993年に開
始されました。アフリカ諸国のほか、開発パートナーであるアジア諸国、援助国、国際機関、市民社会組
織、民間セクター、各国の議会などを含むさまざまな関係者が参加しています。  

2013年1月にTICAD V名誉大使に任命されたMISIA。その大使としての活動をmudefではサポー
ト。これまでに1月にスイス・ダボスで開催された世界社会フォーラムのレセプションへの参加と
スピーチ、またその他月刊誌「ソトコト」をはじめとするメディアでの名誉大使としてのメッ
セージの発信をサポートしました。 

TICAD V（第5回アフリカ開発会議）を機会に、これまでアフ
リカに関心がなかったような人にも、スポーツを通じてアフリカ
の問題を知り、関心を持ってもらうためのチャリティイベントを
企画。2013年6月1日に実施が決定しました。 

特設サイト：http://runforafrica.jp/  

 

◇開催：2013年6月1日 

◇会場：日産スタジアム 

◇共催：横浜市、日刊スポーツ新聞社 

◇特別協賛：住友化学株式会社、特定非営利活動法人Malaria No 
More Japan 

◇協力：スマイル アフリカ プロジェクト（月刊ソトコト） 

◇後援：Water Aid Japan、オリンパス株式会社、外務省、NPO法
人Creative Association、独立行政法人国際協力機構、UNDP(国連
開発計画）、駐日代表事務所、UNHCR駐日事務所、国連広報セ
ンター、株式会社シミズオクト、国連人口基金東京事務所、世界
銀行東京事務所、株式会社ヤクルト本社、公益財団法人横浜市体
育協会、横浜市陸上競技協会 

◇運営事務局：日刊スポーツ新聞社、株式会社横浜アーチスト 

事務局へボランティアに来てくれている大妻女子大学の

学生4名が、国際的な課題や世界の様々な文化について、

学生ならではの視点で考え伝えていくプロジェクトです。

MDGsブログやSATOYAMA BASKETの記事の執筆のほか、

自ら企画したイベント等を実施する予定です。 

・2012年10月20-21日 SCHOOL CARAVANパネル展 

・2012年12月15日 新定番！アフリカ料理でクリスマス！  

・2013年3月14日 バレンタイン」動画完成 
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2012年度は学生ボランティアによるMDGsに関連す

るテーマブログ記事を定期的に更新。身近な話題から

世界の知ってもらいたいたくさんの課題へとつなげて

いくことで、より多くの方へ問題意識を持っていただ

くことを目標にしています。 

記事例 

MDG2] チョコレートと児童労働 

[MDG6] セサミストリートとマラリア  

[MDG7] 薬、ときどき毒  

http://runforafrica.jp/
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(東日本大震災支援)

8月6日～8日に、横浜市に宮城県の小学生のサッカーチームを招待する2泊3日のサマーキャンプ
を実施しました。パートナー団体であるJENと、これまでにも石巻支援活動を実施していた横浜市
栄区の全面協力を得て、宮城県のサッカースポーツ少年団を横浜市へ招待。交流試合ややバーベ
キュー交流会、植樹など盛りだくさんなプログラムで行われました。 

また同イベントは、mudefMESSENGERである元サッカー選手の岩本輝雄さん、タレントのJOYさ
んにもご協力いただきました。 

理事のTAKURO氏が所属するロックバンド
「GLAY」より寄贈されたミネラルウォーターを、パー
トナー団体であるCivic Force、JEN、ピースウィンズ・
ジャパンの3団体へ贈り、被災地での活動にご活用いた
だきました。 

mudef MESSENGERである大宮
エリー氏（映画監督、作家）が
仙台で開催した、「思いを伝え
るということ」展を協賛、運営
のサポートを行いました。 

馬と馬をとりまく環境がもたらしてくれる恵みを目的をもって利用するプロジェクト

EFP(Equine Facilitated Project)の活動のサポートを実施（エルセーヌグループの支援を受

けて活動を実施しています）。 

EFPの活動についてはこちら http://equinefacilitatedproject.blogspot.jp/  

http://equinefacilitatedproject.blogspot.jp/


 

 

mudefでは事務局が事業を運営し、事業計画などを企画局と連携して策定しています。2012年度は事務局（専従1名、

非専従2名）で運営に当たりました。 

 

2012年7月19日 第2回評議員会 

 新規理事（杭州緑城足球倶楽部 岡田武史/株式会社電通 松中権/株式会社キョードー 後藤新治）を承認 

2013年2月1日 第5回理事会 

評議員会 

理事会 

事務局長 

事務局長補佐 経理 ボランティア 

監事 

企画局 事務局 

8 



 

 

信藤三雄のディレクションのサイト運営による情報発信のほか、月1回mudefの今をお伝えするニュースレター

「mudef news」の発行や月2回のメルマガ配信、適宜プレスリリースの発行に加え、twitterやfacebookを活用してのより

広範な情報提供を行っています。 

 
・mudefウェブサイト：www.mudef.net 
・twitter：mudef (https://twitter.com/mudef/) 
・facebook：mudef (http://www.facebook.com/foundationmudef) 

2012年4月29日 北陸中日新聞「津幡で県民みどりの祭典 「MISIAの森」観察など発表」 
2012年5月1日  石巻圏広域広報誌「消防音楽隊に楽器寄贈」 
2012年5月20日 北國新聞「MISIAさんと植樹 津幡・県森林公園 英田小児童ら」 
2012年5月20日 北陸中日新聞「「MISIAの森」本人が植樹 県森林公園 地元児童と一緒に」   
2012年5月20日 中日新聞Web「「MISIAの森」本人が植樹 県森林公園 地元児童と一緒に」 
2012年7月5日  産経新聞「MISIAの森魅力発信 横浜市と共同プロジェクト」 
2012年7月6日  朝日新聞「「MISIAの森」くじらふわり 来月栄区で催し」 
2012年8月号   さかえタウンニュース「MISIAの森プロジェクト始動」 
2012年7-8月号 すみともかがく「[この人に聞く]アーティスト、シンガー MISIAさん」 
2012年8月3日  日本経済新聞「緑地保全 民間と連携」 
2012年8月8日  神奈川新聞「森の魅力知って MISIAさんと市が連携」 
2012年8月8日  朝日新聞「夢あきらめないで横浜市で被災地の子ども支援」 
2012年8月23日 日本経済新聞「アフリカ会議 横浜市がPR」 
2012年8月23日 神奈川新聞「「活力」や「対話」重視 来年６月に市内で開催TICADロゴ決定」 
2012年8月31日 WEBELIEVE「サマーカンファレンス２０１２レポート」（参加セッション紹介） 
2012年9月27日 さかえ10月号「MISIAの森プロジェクト」 
2012年10月   エコレコ愛知創刊号「Special Interview学生実行委員長×MISIA」 
2012年10月20日 中日新聞「Viva地球 一緒に考えよう 地球のこと、未来のこと」 
2012年11月30日 北國新聞「COP10名誉大使MISIAさんがメッセージ」 
2013年1月24日  JICAWEB「歌手MISIAさんがJICA-TICADオフィシャルサポーターに就任」 
2013年1月25日  朝日新聞「MISIAさん「アフリカを知ろう」訴え ダボス会議」 
2013年1月25日  NHKNEWSWEB「アフリカ開発会議への協力呼びかけ」 
2013年1月25日  NHKキャスターブログ「ミーシャ＠ダボス」 
2013年1月29日  北陸中日新聞「英田小児童「MISIAの森」観察励む 虫や植物発見いっぱい」 
2013年2月号   UNHCR Newsletter, 2013 Vol.1 「インターンのチカラ 長島美紀」 
2013年2月4日   GOETHE3月号「いま、一番気になる仕事 MISIA×滝川クリステル」 
2013年2月5日   SOTOKOTO2013年3月号「MISIA連載 あふれ出る想い」 
2013年2月6日  北陸中日新聞「MISIAの森 カマキリの卵みっけ」 
2013年2月号   愛知県発行フリーペーパー「ecoReco aichi」第２号「MISIA 季節便り」（連載エッセイ） 
2013年2月22日  西日本新聞「TICAD V名誉大使MISIAさん アフリカと日本つながっている」 
2013年2月27日  朝日新聞「TICAD告知広告」 
2013年2月28日  NTV news every． 16:53-19:00 
2013年2月28日  NTV NEWSZERO 22:54-23:58 
2013年2月28日  NHK総合 Bizプラス 23:35-23:50「アフリカ開発会議 名誉大使に任命」 
2013年2月28日  TBS CSニュースバードhttp://news.tbs.co.jp/20130228/newseye/tbs_newseye5269396.html  
2013年2月28日  時事通信 
2013年2月28日  NHK http://www3.nhk.or.jp/news/html/20130228/k10015862441000.html 
2013年3月1日      NTV  ZIP！TOPPAGE  5:50 - 8:00  
2013年3月1日      NTV Oha！4 NEWS LIVEスポーツ＆エンタメ 4:00 - 5:50  
2013年3月5日   SOTOKOTO2013年4月号「MISIA連載 あふれ出る想い ダボスにて」        
2013年3月10日   UNDP3月号ニュースレター「MISIAさんとUNDPの弓削昭子駐日代表・総裁特別顧問が対談をしました」  
2013年3月16日   北國新聞「北國こども新聞 MISIAの森を守る」 
2013年3月23日   Mainichi Weekly「Into Africa」 
2013年4月5日  SOTOKOTO2013年5月号「MISIA連載 あふれ出る想い 緒方貞子氏との対談」 
2013年6月号   JICA'ｓ World No.55「アーティストMISIA アフリカを感じる」 
2013年4月    UNHCR Newsletter, 2013 Vol.2「TICAD V名誉大使MISIA」 
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一般財団法人mudefは、多くの団体・企業の皆様からのサポートによって運営されています（敬称略・50音順）。 

⇒ Project Magoso 

 特定非営利活動法人アマニ・ヤ・アフリカ 

 マイシャ・ヤ・ラハ基金 

⇒ Love is Free Campaign 

 Consol Homes Orphan Care 

 PSI Malawi 

 住友化学株式会社 

 チョコレートデザイン株式会社 

 株式会社たき工房 

⇒ 生物多様性普及啓発事業 

 愛知県 

 アサヒビール株式会社 

 アパグループ 

 石川県 

 石川県森林公園 

 公益財団法人 イオン環境財団 

 金沢大学 

 環境省 

 国連広報センター 

 国連生物多様性条約事務局 

 国連大学 

 対馬野生生物保護センター 

 津幡町 

 津幡町英田小学校 

 日本航空株式会社 

 株式会社メープルハウス 

 公益法人日本ユースリーダー協会 

 （旧財団法人ユースワーカー能力開発協会） 

⇒ HOPE FOR JAPAN 

 あしなが育英会 

 特定非営利活動法人アムダ 

 特定非営利活動法人国境なき医師団 日本 

 特定非営利活動法人ジェン 

 公益社団法人Civic Force（緊急即応チーム） 

 特定非営利活動法人ピースウィンズ・ジャパン 

⇒ 広報活動 

 株式会社dmp 

⇒ その他活動 

 株式会社エル 
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◆ 名称   一般財団法人mudef（ミューデフ） 

◆ 設立年月  2010年5月21日 

◆ 代表理事  谷川 寛人 

◆ 事業対象分野  緊急支援／就学支援／環境保全活動／衛生支援 

◆ 活動地域（実績含む） ケニア／マラウイ／石巻市／東北全域／石川県／横浜市 

◆ 加盟する団体  特になし 

◆ 理事 〔7 名〕  [副代表] 信藤三雄 / 久保琢郎  [理事] 岡田武史 / 後藤新治 / 清水佳代子/ 堀木恵子/ 松中権  

◆ 評議員 〔5名〕  盛田正明 / 海部宣男 / 橋本福治 / 菅原茂友 / 太田正治  

◆ 監事 〔2 名〕  小川恵司 / 菅原邦彦 

◆ 事務局長 :  長島美紀 

◆ URL   http://www.mudef.net/ 
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